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令和５年度 私債権の放棄について 

 

「三重県債権の管理及び私債権の徴収に関する条例」第１４条の規定に基づき、私

債権を放棄しましたので、以下のとおり報告します。 

＜令和５年度 教育委員会関係放棄債権一覧＞ 
(単位：件、円） 

債権名 
調定件数 

（案件数） 
金額 放棄事由 

三重県高等学校等

修学奨学金返還金 
55 ( 1 ) 410,300 第１項第１号 

<債権の概要> 

主債務者に対し、平成２１年４月から平成２４年３月にかけて、三重県高等学校等

修学奨学金908,000円を貸与しました。平成２４年１０月から令和元年７月にかけて、

497,700 円の返還がありましたが、令和元年７月２４日に連帯保証人（保護者）が死

亡しました。また令和２年２月２８日に連帯保証人が、令和２年５月８日に主債務者

がそれぞれ破産に係る免責許可決定を受けました。死亡した連帯保証人の相続調査を

実施したところ、全員が相続放棄をしていることが判明し、残額の返還が見込めない

ため、条例第１１条第１項第２号の規定に基づき、令和３年２月１日付けで徴収停止

の措置を採りました。 

 徴収停止の措置を採った日から３年が経過した日以後において、同条同号に該当す 

る事由があると認められることから、条例第１４条第１項第１号の規定に基づき令和 

６年３月１８日付けで債権の放棄を行いました。 

 

 

※「三重県債権の管理及び私債権の徴収に関する条例」抜粋 

（徴収停止） 

第十一条 知事等は、私債権で履行期限後相当の期間を経過してもなお完全に履行さ

れていないものについて、次の各号のいずれかに該当し、これを履行させることが著

しく困難又は不適当であると認めるときは、規則等で定めるところにより、以後その

保全及び取立てをしないことができる。 

一 （略） 

二 債務者の所在が不明であり、かつ、差し押さえることができる財産の価額が強制

執行の費用を超えないと認められるときその他これに類するとき。 

三 （略） 

（私債権の放棄） 

第十四条 知事等は、私債権について、次の各号のいずれかに該当する場合において

は、当該私債権及びこれに係る損害賠償金等を放棄することができる。 

一 第十一条の規定による措置を採った私債権について、当該措置を採った日から三

年を経過した日以後においても、なお同条各号のいずれかに該当する事由があると認
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められるとき（消滅時効の期間が経過するまでに同条各号のいずれかに該当しなくな

ると見込まれる事由があるときを除く。）。 

二 （略） 

２ （略） 



 

 

 

 

債権処理計画（令和５年度実績・ 

令和６年度目標）について 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

令和６年１０月 

教 育 委 員 会 

 

 

資料２ 

 

 























































 

 

令 和 ５ 年 度 

 

 

 

 

 

 

 

歳入歳出決算補充説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 委 員 会 

 

 

 

資料３ 



- 1 - 

 

 令和５年度一般会計歳入歳出決算のうち、教育委員会所管の事務事業に係

る決算の概要をご説明申し上げます。 

 

（歳 入） 

 

 教育委員会関係の歳入決算額は、 

予算現額     430億7,560万2,000円 

調定額      418億6,632万7,896円 

収入済額     417億5,521万4,341円 

不納欠損額        41万 300円 

収入未済額     1億1,070万3,255円 

であります。 

 

（歳 出） 

 

 第１０款教育費のうち、教育委員会関係の歳出決算額は、 

予算現額    1,523億6,663万8,000円 

支出済額    1,501億5,251万6,614円 

翌年度繰越額    9億  459万5,000円 

不用額       13億  952万6,386円 

であります。 

 

 以下、お手元の「令和５年度三重県歳入歳出決算に関する説明書」により、

ご説明申し上げます。 

  

 

まず、歳入決算につきましてご説明申し上げます。 
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 第８款使用料及び手数料、第１項使用料、第８目教育使用料（５０頁）は、 

予算現額   36億9,876万2,000円 

調定額    36億9,533万7,943円 

収入済額   36億9,529万6,543円 

収入未済額       4万1,400円 で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 高等学校授業料 36億8,340万   32円 

 土地使用料 229万4,949円 

 建物使用料 43万5,989円 

 学校体育施設使用料 916万5,573円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて346万5,457円の減収となりましたが、

これは高等学校授業料及び学校体育施設使用料の減によるものです。 

 また、収入未済額は、主に学校体育施設使用料に係るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、第２項手数料、第９目教育手数料（６８頁）は、 

予算現額     1億 332万7,000円 

調定額      1億 338万 250円 

収入済額     1億 338万 250円 で、 

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 教育職員免許状授与等手数料 680万 150円 

 高等学校入学選抜手数料 3,258万6,300円 

 高等学校入学料 5,946万9,700円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて5万3,250円の増収となりましたが、

これは主に、高等学校入学選抜手数料の増によるものです。 
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第９款国庫支出金、第１項国庫負担金、第８目教育費負担金（７８頁）は、 

予算現額       239億5,592万5,000円 

調定額        239億5,219万6,268円 

収入済額       239億5,219万6,268円 で、 

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 義務教育費負担金 238億9,354万1,633円 

 特別支援学校就学奨励費負担金 5,717万1,872円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて372万8,732円の減収となりましたが、

これは主に、特別支援学校就学奨励費負担金の減によるものです。 

 

 

次に、第２項国庫補助金、第１目総務費補助金（７８頁）のうち、 

教育委員会関係は、 

予算現額        29万7,000円   

調定額            27万8,292円 

収入済額           27万8,292円 で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

地方消費者行政強化交付金 27万8,292円 

 

次に、第１０目教育費補助金（１０４頁）のうち、教育委員会関係は、 

予算現額    54億9,821万3,000円   

調定額     50億5,361万  17円 

 収入済額     50億5,361万   17円 で、 

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 高等学校等就学支援金交付金 29億1,187万1,475円 

学校施設環境改善交付金          3億3,329万6,000円 

公立学校情報機器整備事業費補助金 11億2,103万9,000円 
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なお、収入済額は、予算現額に比べて4億4,460万2,983円の減収となりま

したが、これは主に、対象事業の繰越に伴う、高等学校等デジタル人材育成

支援事業費補助金及び学校施設環境改善交付金の減によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、第３項委託金、第８目教育費委託金（１１６頁）は、 

予算現額     1億3,901万3,000円 

調定額      1億2,508万2,354円 

収入済額      1億2,508万2,354円 で、 

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

在外教育施設派遣教員委託金 8,444万4,159円 

地方スポーツ振興費委託金 926万3,017円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて1,393万646円の減収となりましたが、

これは主に、地方スポーツ振興費委託金の減によるものです。 
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第１０款財産収入、第１項財産運用収入、第１目財産貸付収入（１２０頁）

のうち、教育委員会関係は、 

予算現額      6,008万円 

調定額       6,008万698円 

収入済額      6,008万698円 で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 地所貸下料 3,344万7,015円 

 家屋貸下料 2,663万3,683円 

 これは、自動販売機設置場所を貸付けたことによるものです。 

 

 

 次に、第２目利子及び配当金（１２０頁）のうち、教育委員会関係は、 

予算現額        24万3,000円 

調定額         24万 592円 

収入済額        24万 592円 で、 

収入済額は、三重県高等学校等修学奨学基金の運用収入です。 

 

 

次に、第２項財産売払収入、第２目物品売払収入（１２０頁）のうち、 

教育委員会関係は、 

予算現額      4,239万4,000円 

調定額       5,562万7,541円 

収入済額      5,562万7,541円  で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 物品売払収入（細節） 4,099万2,282円 

 教育関係物品売払収入（細節） 1,463万5,259円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて1,323万3,541円の増収となりまし 

たが、これは主に、水産高等学校の実習船売払収入の増によるものです。 
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次に、第３目生産物売払収入（１２２頁）のうち、教育委員会関係は、 

予算現額      3,547万2,000円 

調定額       3,645万4,970円 

収入済額      3,645万4,970円  で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 高等学校生産品売払収入 3,058万1,956円 

 実習船漁獲物売払収入 587万3,014円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて98万2,970円の増収となりましたが、

これは高等学校生産品売払収入の増によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

第１１款寄附金、第１項寄附金、第１４目教育費寄附金（１２６頁）は、 

予算現額       148万円 

調定額         152万円 

収入済額        152万円 で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

高等学校等修学奨学金寄附金 12万円 

特別支援学校寄附金 40万円 

教育費寄附金 100万円 
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 第１２款繰入金、第２項基金繰入金、第１目基金繰入金（１２８頁）の 

うち、教育委員会関係は、 

予算現額     15億2,552万8,000円 

調定額      14億7,610万9,502円 

収入済額     14億7,610万9,502円 で、 

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 体育スポーツ振興基金繰入金（細節） 1億1,923万6,934円 

 財政調整基金繰入金（細節） 13億5,660万7,000円 

なお、収入済額は、予算現額に比べて4,941万8,498円の減収となりまし 

たが、これは主に、基金対象事業費の減に伴う体育スポーツ振興基金繰入 

金の減によるものです。 

 

 

 

第１３款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金（１３０頁）のうち、 

教育委員会関係は、 

予算現額     1億5,422万4,000円 

調定額      1億5,422万4,000円 

収入済額     1億5,422万4,000円 で、 

収入済額は、事業の繰越に伴い前年度から財源を繰り越したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１４款諸収入、第４項貸付金元利収入、第１１目進学奨励金返還金収入

（１３４頁）は、 

予算現額       788万6,000円 

調定額         849万9,563円 

収入済額        828万2,601円 

収入未済額       21万6,962円 で、 

収入済額は、予算現額に比べて39万6,601円の増収となりました。 
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 次に、第２２目高等学校等修学奨学金返還金収入（１３４頁）は、 

予算現額     2億2,165万9,000円 

調定額      2億5,813万1,564円 

収入済額     2億4,617万2,524円 

不納欠損額       13万3,100円 

収入未済額     1,182万5,940円 で、 

収入済額は、予算現額に比べて2,451万3,524円の増収となりました。 

不納欠損額は、返還義務者の免責許可決定によるものです。 

 

 

 

 

次に、第５項受託事業収入、第８目教育関係受託事業収入（１４０頁）は、 

予算現額       9,131万1,000円 

調定額         9,131万1,000円 

収入済額        9,131万1,000円 で、 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 文化財調査受託事業収入  9,072万1,000円 

 日本周辺高度回遊性魚類資源調査受託

事業収入 
 59万円 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 次に、第６項収益事業収入、第１目宝くじ収入（１４２頁）のうち、 

教育委員会関係は、 

予算現額     1億7,735万9,000円 

調定額      1億7,492万3,507円 

収入済額     1億7,492万3,507円 で、 

収入済額は、語学指導等を行う外国青年招致事業費に充当したものです。 
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次に、第８項雑入、第２目雑入（１４２頁）のうち、教育委員会関係は、 

予算現額     3億2,250万6,000円 

調定額      2億8,130万 572円 

収入済額     2億7,978万 100円 

収入未済額        152万 472円 で、  

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 教員住宅使用料 2,354万3,113円 

 日本スポーツ振興センター共済負担金 6,070万 810円 

日本スポーツ振興センター共済給付金 1億 298万4,938円 

 なお、収入済額は、予算現額に比べて4,272万5,900円の減収となりまし 

たが、これは主に、日本スポーツ振興センター共済給付金の減によるもの 

です。 

収入未済額のうち主なものは、高等学校等修学奨学金返還金に係る遅延 

損害金です。 

 

                  

  

 

次に、第３目過年度収入（１４６頁）のうち、教育委員会関係は、 

予算現額      1,647万2,000円 

調定額      1億1,534万4,842円 

収入済額      1,796万9,161円 

不納欠損額       27万7,200円 

収入未済額       9,709万8,481円 で、 

収入済額および収入未済額のうち主なものは、高等学校等修学奨学金返還金

です。 

不納欠損額は、高等学校等修学奨学金返還金で返還義務者の免責許可決定

によるものです。 
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次に、第５目弁償金（１４６頁）のうち、教育委員会関係は、 

予算現額        45万1,000円 

調定額         67万4,421円 

収入済額        67万4,421円 で、 

収入済額は、県立学校における公用車の事故や、学校施設を破損したことに

よる弁償金です。 

 

  

 

 

 第１５款県債、第１項県債、第９目教育債（１６８頁）は、 

予算現額    70億2,300万円 

調定額     62億2,200万円 

収入済額    62億2,200万円 で、 

収入済額のうち主なものは、次のとおりです。 

科    目 収 入 済 額 

 校舎その他建築費充当 16億1,800万円 

 特別支援学校施設建築費充当 10億3,500万円 

実習船建造事業費充当 15億9,300万円 

鈴鹿青少年センター費充当 17億 700万円 

なお、収入済額は、予算現額に比べて8億100万円の減収となりましたが、

これは主に対象事業の繰越によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で歳入決算の説明を終わりまして、引き続き歳出決算につきまして 

ご説明申し上げます。 
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 第１０款教育費のうち、教育委員会関係といたしまして、 

 

 第１項教育総務費、第１目教育委員会費（４４４頁）は、 

予算現額       835万4,000円 

支出済額       699万4,834円 

不用額        135万9,166円 で、 

支出済額は、教育委員の報酬および教育委員会の開催等に要した経費です。 

 

 

 次に、第２目事務局費（４４４頁）は、 

予算現額    25億4,753万4,000円 

支出済額    24億8,514万3,215円 

翌年度繰越額     717万5,000円 

不用額       5,521万5,785円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 給与費 23億7,791万5,183円  事務局職員の給与費 

 管理企画費 1億  69万8,811円 

 教育委員会事務事業の企画

調整、事務局運営、学力向

上県民運動推進、学校防災

推進に要した経費 

 公立文教施設整備

事務費 
143万2,000円 

 公立小中学校施設整備の指

導助言・連絡調整に要した

経費 

 教育政策費 509万7,221円 

 教育改革の推進、高等学校

活性化の推進、地域課題解

決型キャリア教育の推進に

要した経費 

 翌年度繰越額は、教育政策費で、「三重県教育ビジョン」の策定年月が、

当初予定していた令和５年10月から令和６年３月へ変更になったことにより、

冊子作製の年度内完了が困難となったため繰り越したものです。 

不用額の主なものは、教育委員会事務局職員に係る給与費及び管理企画費

の執行残です。 
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 次に、第３目教職員人事費（４４６頁）は、 

予算現額     71億7,611万7,000円 

支出済額     69億3,161万8,474円 

不用額      2億4,449万8,526円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 人事管理費 3億8,009万3,312円 

 教職員の人事・採用試験、

育成支援、スクール・サポ

ート・スタッフの配置等に

要した経費 

 給与福利管理費 368万7,881円 
 教職員の給与福利管理に要

した経費 

 電算システム管理

費 
7,153万 540円 

 給与・旅費等のシステム運

用管理に要した経費 

 教員免許ステップ

アップ事業費 
453万1,342円 

 免許状の授与・検定、免許

更新審査および免許法認定

講習に要した経費 

 教職員退職手当 64億4,274万9,292円  教職員の退職手当 

 教職員人事管理シ

ステム運営費 
2,902万6,107円 

 教職員人事管理システム運

用管理に要した経費 

 不用額の主なものは、教職員退職手当の執行残です。 
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 次に、第４目教育指導費（４４８頁）は、 

予算現額    62億6,490万3,000円 

支出済額    58億2,223万2,663円 

翌年度繰越額   2億6,846万6,000円 

不用額      1億7,420万4,337円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 指導行政費 12億3,028万4,178円 

指導主事の活動、職業教育支 

援、学習指導員の配置に要した

経費 

 小・中学校生徒指

導費 
1億2,787万1,183円 

小中学校における学力向上支

援、いじめ・不登校対策、道徳

教育支援等に要した経費 

 高等学校生徒指

導費 
1億4,584万9,332円 

県立高等学校におけるキャリ

ア教育、学力向上対策、国際教

育等に要した経費 

 国際教育費 2億1,065万6,161円 
県立高等学校の外国語指導助

手の活動に要した経費 

 入学者選抜事務

費 
1,164万7,614円 

県立高等学校入学者選抜事務

に要した経費 

 奨学費 35億8,902万2,818円 
 高等学校等修学奨学金、高校生

等奨学給付金及び就学支援金 

 特別支援教育振

興費 
4,563万  766円 

 県立特別支援学校における医

療的ケアの充実や就労・自立支

援、発達障がい指導・支援等に

要した経費 

 いじめ・不登校対

策充実事業費 
4億2,390万  435円 

 スクールカウンセラーの配置

等のいじめ・不登校対策に要し

た経費 

 外国人児童生徒

支援費 
3,737万  176円 

 外国人児童生徒支援に要した

経費 

翌年度繰越額は、小・中学校生徒指導費及び高等学校生徒指導費に係るもの

です。 

小・中学校生徒指導費は、フリースクール等民間団体の実態等を調査する

費用、校内教育支援センターの整備費用、学校のＩＣＴ環境について、アド

バイザーを小中学校や市町に派遣する費用や、公立幼稚園におけるＩＣＴ環

境の整備費用を市町へ補助する費用です。 
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高等学校生徒指導費は、県立学校において、教員への研修や相談、授業支

援等を行うＩＣＴ支援員を派遣する費用や、情報、数学等の教育を重視する

カリキュラムの実施やＩＣＴを活用した文理横断的かつ探求的な学びを促進

するための環境整備を行う費用です。 

これらは、国の令和５年度補正予算に係る事業等であり、完了が令和６年

度になるため繰り越したものです。 

不用額の主なものは、小・中学校生徒指導費の執行残です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、第５目総合教育センター費（４５０頁）は、 

予算現額     1億8,727万9,000円 

支出済額     1億6,315万1,330円 

不用額       2,412万7,670円 で、 

 支出済額は、教職員の資質の向上を図るための研修・研究、総合教育セン

ターの管理運営や教育相談に要した経費です。 

不用額の主なものは、総合教育センターのＬＥＤ化改修工事費の執行残で

す。 
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 次に、第６目人権教育費（４５２頁）は、 

予算現額        7,369万6,000円 

支出済額        7,303万6,658円 

不用額         65万9,342円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 人権教育総合推進

事業費 
6,554万8,609円 

 人権教育の推進及び高等学

校等進学奨励金等に要した

経費 

 学校教育事業費 531万9,781円 
 学校人権教育の推進に要し

た経費 

 社会教育事業費 216万8,268円 
 社会人権教育の推進に要し

た経費 

 不用額の主なものは、人権教育総合推進事業費の執行残です。 

 

 次に、第７目恩給及び退職年金費（４５４頁）は、 

予算現額       859万3,000円 

支出済額       859万2,800円 

不用額            200円 で、 

支出済額は、退職教職員の恩給及び年金です。 

 

 

  

次に、第８目教職員厚生費（４５４頁）は、 

予算現額     8億 248万1,000円 

支出済額     7億8,977万5,433円 

不用額       1,270万5,567円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 教職員厚生費 7億6,424万6,329円 
 教職員及び事務局職員の福

利厚生に要した経費 

 教職員住宅費 2,552万9,104円 
 教職員住宅等の維持修繕等

に要した経費 

 不用額は、教職員厚生費及び教職員住宅費の執行残です。 
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第２項小学校費、第１目教職員費（４５６頁）は、 

予算現額    531億 218万8,000円 

支出済額    530億1,946万3,617円 

不用額        8,272万4,383円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 給与費 528億7,572万6,747円  小学校教職員に係る人件費 

 旅費 1億4,373万6,870円  小学校教職員に係る旅費 

不用額の主なものは、小学校の教職員に係る給与費の執行残です。 

 

 

 

 

 

 第３項中学校費、第１目教職員費（４５６頁）は、 

予算現額    297億8,989万1,000円 

支出済額    297億4,235万4,257円 

不用額       4,753万6,743円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 給与費 295億8,062万9,902円  中学校教職員に係る人件費 

 旅費 1億5,513万6,091円  中学校教職員に係る旅費 

 学校部活動振興費 658万8,264円 
 中学校の部活動振興に要し

た経費 

不用額の主なものは、中学校の教職員に係る給与費の執行残です。     
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 第４項高等学校費、第１目高等学校総務費（４５８頁）は、 

予算現額    272億6,166万6,000円 

支出済額    272億4,452万2,939円 

不用額         1,714万3,061円 で、 

支出済額は、県立高等学校の教職員に係る給与費です。 

 

 次に、第２目高等学校管理費（４５８頁）は、 

予算現額    55億5,188万7,000円 

支出済額    54億5,418万7,864円 

不用額        9,769万9,136円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 学校運営費 23億3,087万  128円 
 県立高等学校の管理運営に

要した経費 

 指導運営費 1,512万3,071円 
 県立学校納付金の徴収事務

に要した経費 

 学校部活動振興費 3,416万2,791円 
 県立高等学校の部活動振興

に要した経費 

 情報教育事業費 2億6,131万5,944円 
 情報教育機器設備等の充実

に要した経費 

 実習船運営費 8,395万  24円 
 水産高等学校実習船の運営

等に要した経費 

 校舎その他修繕費 6,437万4,759円 
 県立学校の校舎等の修繕、

維持管理に要した経費 

 財産管理事務費 2億9,735万4,912円 
 県立学校の設備等の財産管

理に要した経費 

 デジタルスクール 

ネットワーク事業費 
4億2,980万8,838円 

 学校情報ネットワークの管

理に要した経費 

実習船建造事業費 19億3,722万7,397円 
 水産高等学校実習船の建造

に要した経費 

不用額の主なものは、学校運営費及び財産管理事務費の執行残です。 
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 次に、第３目学校建設費（４６０頁）は、 

予算現額    26億  4万円 

支出済額    20億8,895万7,613円 

翌年度繰越額   3億2,480万2,000円 

不用額      1億8,628万 387円 で、 

支出済額は、高等学校の改修や施設整備等に要した経費です。 

翌年度繰越額は、高等学校の屋上防水、外壁及びトイレの改修工事や、指

定避難所に指定されている高等学校の武道場へ空調設備設置工事を行うもの

で、全国的に電線ケーブルが不足していることや資材価格の高騰等の理由に

より、入札が不調となったことから、年度内の工事の完了が困難となったた

め繰り越したものです。 

不用額は、高等学校の改修工事等の執行残です。 
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第５項特別支援学校費、第１目特別支援学校費（４６２頁）は、 

予算現額    140億8,201万5,000円 

支出済額    135億7,676万6,127円 

翌年度繰越額    3億 315万2,000円 

不用額      2億 209万6,873円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 給与費 108億5,810万2,112円 
 県立特別支援学校教職員の

人件費 

 学校運営費 5億 421万4,578円 
 県立特別支援学校の管理運

営に要した経費 

 指導運営費 7億5,042万6,772円 

県立特別支援学校のスクー

ルバスの運行委託、給食調

理・配送業務委託等に要し

た経費 

 就学奨励費 1億7,822万7,338円 

 児童生徒の就学による保護

者の経済的負担の軽減を図

るために要した経費 

 特別支援学校施設

建築費 
12億8,579万5,327円 

 県立特別支援学校の改修や

施設整備等に要した経費 

 翌年度繰越額は、特別支援学校施設建築費に係るものです。 

特別支援学校施設建築費の主なものは、北勢きらら学園及び伊賀つばさ学

園の空調設備更新工事を行うもので、これらは国の令和５年度補正予算に係

る事業等であり、完了が令和６年度になるため繰り越したものです。 

不用額の主なものは、特別支援学校施設建築費及び指導運営費の執行残で

す。 
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 第６項社会教育費、第１目社会教育総務費（４６４頁）は、 

予算現額    20億5,510万円 

支出済額    20億5,143万 319円 

翌年度繰越額     100万円 

不用額        266万9,681円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 社会教育推進費 120万8,639円 
 社会教育事業の企画・指導

等に要した経費  

 地域教育推進費 582万2,584円 
 子どもの読書活動の推進等

に要した経費 

 熊野少年自然の家

費 
6,835万5,973円 

 熊野少年自然の家の管理運

営に要した経費 

 鈴鹿青少年センタ

ー費 
19億7,604万3,123円 

 鈴鹿青少年センターの管理

運営に要した経費 

 翌年度繰越額は、地域教育推進費に係るものです。 

 地域教育推進費は、県立高校の生徒が、可動式本棚のデザインから設計・

製作までを実施し、完成した可動式本棚及び絵本等を令和６年４月にリニュ

ーアルオープンした鈴鹿青少年センターへ配備することで、読書活動の推進

を図るもので、実施校の選定や、本棚の設計・製作に想定以上の時間を要し

たことから、年度内の完了が困難となったため繰り越したものです。 

不用額の主なものは、熊野少年自然の家費の執行残です。 
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 次に、第６目文化財保護費（４６６頁）は、    

予算現額     2億 458万7,000円 

支出済額     2億 348万 617円 

不用額         110万6,383円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 埋蔵文化財費 1億 258万2,656円 

国道建設工事等に伴う埋蔵

文化財の受託発掘調査およ

び埋蔵文化財センターの管

理運営等に要した経費 

 文化財管理費 1億  89万7,961円 

 国指定および県指定文化財

の保存、天然記念物等の保

存管理等に要した経費 

不用額の主なものは、文化財管理費の執行残です。 

 

 

 第７項保健体育費、第１目保健体育総務費（４６８頁）は、 

予算現額     3億7,879万2,000円 

支出済額     3億 171万7,858円 

不用額       7,707万4,142円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 学校保健安全管理

費 
2億6,929万3,895円 

 児童生徒の健康管理、学校

における安全対策等に要し

た経費 

 学校給食対策費 3,242万3,963円 

 県立学校給食の衛生・品質

管理の徹底、食育推進等に

要した経費 

不用額の主なものは、学校保健安全管理費の執行残です。 
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 次に、第２目体育振興費（４７０頁）は、 

予算現額     2億7,151万5,000円 

支出済額     1億8,908万9,996円 

不用額       8,242万5,004円 で、 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事  業  名 支 出 済 額 説      明 

 運動部活動支援事

業費 
1億1,923万6,934円 

 運動部の全国・ブロック大

会等の開催、参加等に要し

た経費 

 みえ子どもの元気

アップ総合推進事

業費 

6,164万 191円 

 子どもの体力向上推進、中

学校への武道指導者派遣、

中学校・高等学校への地域

スポーツ指導者派遣に要し

た経費 

 県立学校体育施設

開放事業費 
821万2,871円 

 県立学校の体育施設の開放

に要した経費 

 不用額の主なものは、運動部活動支援事業費及びみえ子どもの元気アップ

総合推進事業費の執行残です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上をもちまして、教育委員会関係の令和５年度一般会計歳入歳出決算の

概要説明を終わります。 

 

 何とぞ、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 


